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第一章　　親鸞の姿
◇ 1 親鸞聖人坐像 鎌倉 1 軀 津市 専修寺
◎ 2-1 親鸞聖人伝絵 第二巻 鎌倉 1 巻 津市 専修寺 ※ 巻 替
◎ 2-2 親鸞聖人伝絵 第三巻 鎌倉 1 巻 津市 専修寺
◎ 2-3 親鸞聖人伝絵 第四巻 鎌倉 1 巻 津市 専修寺
◎ 3 唯信鈔文意 正月十一日本 鎌倉 1 冊 津市 専修寺
◎ 4 唯信鈔文意 正月二十七日本 鎌倉 1 冊 津市 専修寺

5
親鸞聖人絵伝 第一幅・第三幅

江戸
2 幅

津市 専修寺
親鸞聖人絵伝 第二幅・第四幅 2 幅

鈴 6 高田親鸞聖人絵伝撮要 江戸 6 冊 鈴鹿市 専照寺

7 高田開山親鸞聖人正統伝 江戸 6 冊 津市 高田短期大学仏教
教育研究センター

8 親鸞聖人伝略 江戸 1 冊 津市 高田短期大学仏教
教育研究センター

9 善信聖人十徳伝 江戸 2 冊 津市 高田短期大学仏教
教育研究センター

10 親鸞聖人絵詞伝 江戸 3 冊 津市 高田短期大学仏教
教育研究センター

第二章　　親鸞と高田の直門弟	
11 親鸞聖人像 室町 1 幅 津市 専修寺

◎ 12 真佛上人坐像 室町 1 軀 真岡市 専修寺（本寺）
13 顕智上人坐像 江戸 1 軀 鈴鹿市 如来寺
14 払子 1 点 津市 専修寺

鈴 15 聖徳太子・高僧先徳連坐像 南 北 朝 ～
室町 1 幅 鈴鹿市 高山寺

津 16 聖徳太子・高僧先徳連坐像 室町 1 幅 津市 青巖寺
安 17 聖徳太子・高僧先徳連坐像 南北朝 1 幅 安城市 西蓮寺
岡 18 聖徳太子・高僧先徳連坐像 室町 1 幅 岡崎市 満性寺
◇ 19 笈 室町 1 個 津市 専修寺

20 行基図（『拾芥抄』） 江戸 4 冊 津市 三重県立図書館
◎ 21 大般涅槃経要文 親鸞筆 鎌倉 1 冊 津市 専修寺

◎ 22
見聞集 親鸞筆　上巻 鎌倉 1 冊 津市 専修寺
見聞集 親鸞筆　下巻 鎌倉 1 冊 津市 専修寺

◎ 23 六角堂夢想偈文 真佛筆 鎌倉 1 幅 津市 専修寺
◎ 24 経釈文聞書 真佛筆 鎌倉 1 冊 津市 専修寺

25 南無十字名号 親鸞筆 鎌倉 1 幅 津市 専修寺 ～ 5/14
26 十字名号 親鸞筆 鎌倉 1 幅 津市 専修寺 5/16 ～
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◎ 27-1 親鸞自筆消息 十二月十五日　真
仏房宛 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 27-2 親鸞自筆消息 閏 十 月 二 十 九 日　
高田入道宛 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 27-3 親鸞自筆消息 五月二十八日　覚
信房宛 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 27-4 親鸞自筆消息 十月六日　しのぶ
の御房宛 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 27-5 親鸞自筆消息 浄信房宛 鎌倉 1 通 津市 専修寺
◎ 27-6 慶信申文、親鸞勘返状 慶信宛 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 27-7 親鸞自筆消息 十月二十一日　浄
信房宛 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 27-8 獲得名号自然法爾御書 顕智筆 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 27-9 親鸞消息写 五月五日　教養房
宛 1 通 津市 専修寺

◎ 27-10 親鸞消息写 五月五日　浄信房
宛 1 通 津市 専修寺

◎ 28 親鸞消息写 五月二十八日　覚
信房宛　顕智筆 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 29 親鸞消息写 十月二十一日　浄
信房宛　顕智筆 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 30 善性本御消息集 鎌倉 1 冊 津市 専修寺
31 五巻書 室町 1 巻 名古屋市 万福寺

32 高田派御書 明治 4 冊 津市 三重県総合博物
館

● 33-1 西方指南抄 真筆本　上本 鎌倉 1 冊 津市 専修寺
● 33-2 西方指南抄 真筆本　上末 鎌倉 1 冊 津市 専修寺
● 33-3 西方指南抄 真筆本　中本 鎌倉 1 冊 津市 専修寺
● 33-4 西方指南抄 真筆本　中末 鎌倉 1 冊 津市 専修寺
● 33-5 西方指南抄 真筆本　下本 鎌倉 1 冊 津市 専修寺
● 33-6 西方指南抄 真筆本　下末 鎌倉 1 冊 津市 専修寺
● 34 西方指南抄 直門弟本 鎌倉 6 冊 津市 専修寺
● 35-1 三帖和讃 浄土高僧和讃 鎌倉 1 冊 津市 専修寺
● 35-2 三帖和讃 浄土和讃 鎌倉 1 冊 津市 専修寺
● 35-3 三帖和讃 正像末法和讃 鎌倉 1 冊 津市 専修寺

◎ 36 三帖和讃 浄土和讃、正像末
法和讃 鎌倉 2 冊 津市 専修寺

◎ 37 三帖和讃 室町 3 冊 津市 専修寺 ～ 4/30
38 三帖和讃 堯慧筆 室町 3 冊 鈴鹿市 寿福院

39 三帖和讃 真慧筆　浄土高僧
和讃、正像末法和讃 室町 2 冊 四日市市 中山寺

第三章　　親鸞の主著『顕浄土真実教行証文類』と高田の学び
◎ 40 顕浄土真実教行証文類 鎌倉 6 冊 津市 専修寺 ※ 冊 替

41 顕浄土真実教行証文類 室町 8 冊 津市 専修寺
42 顕浄土真実教行証文類 安土桃山 8 冊 津市 専修寺 ～ 5/14

43 顕浄土真実教行証文類 化身土文類第六末
以外 室町 4 冊 四日市市 中山寺

44 顕浄土真実教行証文類 室町 6 冊 鈴鹿市 寿福院
45 顕正流義鈔 室町 1 冊 鈴鹿市 西岸寺 ～ 5/14
46 顕正流義鈔 室町 1 冊 四日市市 中山寺 5/16 ～
47 後世物語 室町 1 冊 四日市市 中山寺 5/16 ～

◇ 48 真慧上人肖像 室町 1 幅 津市 専修寺
津 49 阿弥陀如来像 鎌倉 1 幅 津市 玉保院
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50 教行信証師資発覆鈔 彰見寺旧蔵 江戸 10 冊 津市 専修寺

51 教行信証鈔 江戸 15 冊 津市 高田短期大学仏教
教育研究センター

52 教行証文類詒謀録 江戸 1 冊 津市 高田短期大学仏教
教育研究センター

53 高田三祖伝 円遵筆 江戸 3 巻 津市 専修寺

54 顕正流義鈔 江戸 3 冊 津市 高田短期大学仏教
教育研究センター

55 顕正流義鈔蒙引 江戸 7 冊 津市 高田短期大学仏教
教育研究センター

56 勧学堂額 寛政九年（1797）
七月一日 江戸 1 架 津市 高 田 高 等 学 校・

高田中学校

第四章　　専修寺文書が伝える高田の歴史

◎ 57 藤原氏大谷地売券 嘉 禎 三 年（1237）
八月六日 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 58 照阿弥陀仏大谷地等譲状
案

文永四年（1267）
二月十一日 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 59 慈信房澄海大谷地等譲状
案

弘安元年（1278）
十月三日 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 60 禅日房良海大谷地売券 永仁四年（1296）
七月十七日 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 61 六条有房書状 四月五日 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 62 唯善申状案 正安三年（1301）
十二月　日 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 63 唯善施行状 嘉元二年（1304）
十二月十六日 鎌倉 1 通 津市 専修寺

◎ 64 観阿弥陀経集註 鎌倉 1 巻 津市 専修寺

◎ 65 蓮如書状 室町 3 巻
・5 通 津市 専修寺

66 代々上人聞書 江戸 1 冊 津市 専修寺

◎ 67 真慧譲状 永 正 九 年（1512）
九月三日 室町 1 通 津市 専修寺

◎ 68 真智請文 大 永 二 年（1522）
八月　日 室町 1 通 津市 専修寺

◎ 69 長野稙藤書下 大 永 三 年（1523）
九月六日 室町 1 通 津市 専修寺

◎ 70 長野尹藤置文 壬四月十一日 室町 1 通 津市 専修寺

◎ 71 長野藤定判物 天文廿年（1551）
十二月二十九日 室町 1 通 津市 専修寺

◎ 72 北畠氏奉行人教兼奉書 天文十六年（1547）
七月二十七日 室町 1 通 津市 専修寺

◎ 73 北畠氏奉行人房兼奉書 永 禄 五 年（1562）
七月九日 室町 1 通 津市 専修寺

◎ 74 北畠信意判物 天正三年（1575）
十一月三日 室町 1 通 津市 専修寺

◎ 75 足利義輝仮名消息 永 禄 四 年（1561）
四月四日 室町 1 通 津市 専修寺

◎ 76 織田信長禁制 天 正 元 年（1573）
十月　日 安土桃山 1 通 津市 専修寺

◎ 77 羽柴秀吉禁制 天正十二年（1584）
六月二十六日 安土桃山 1 通 津市 専修寺

◎ 78 徳川家康禁制 天正十二年（1584）
五月三日 安土桃山 1 通 津市 専修寺
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79 羽柴秀吉制札 天正十二年（1584）
六月二十六日 安土桃山 1 通 真岡市 専修寺（本寺）

80 徳川家康制札 天正十二年（1584）
五月三日 安土桃山 1 通 津市 専修寺

◎ 81 長清書状 五月二十六日 安土桃山 1 通 津市 専修寺
◎ 82 浅野長政書状 九月六日 安土桃山 1 通 津市 専修寺

◎ 83 豊臣秀吉朱印状 文 禄 五 年 (1596)
七月二十九日 安土桃山 1 通 津市 専修寺

◎ 84 小早川秀秋判物 慶長三年 (1598) 九
月　日 安土桃山 1 通 津市 専修寺

◎ 85 蒲生氏郷判物 天正十七年 (1589)
十一月七日 安土桃山 1 通 津市 専修寺

◎ 86 片桐且元・小出秀政連署
書状

慶 長 六 年 (1601)
五月十二日 江戸 1 通 津市 専修寺

87 高田山一身田御略絵図 江戸 1 舗 津市 三重県総合博物
館

◎ 88 後陽成天皇宸翰消息 安土桃山 1 巻・2
通 津市 専修寺

◎ 89 観無量寿経 室町 1 帖 津市 専修寺

第五章　　高田派と太子信仰
津 90 聖徳太子立像 鎌倉 1 軀 津市 専修寺
栃 91 聖徳太子立像 鎌倉 1 軀 真岡市 専修寺（本寺）
◇ 92 聖徳太子立像 鎌倉 1 軀 津市 松原寺

93 聖徳太子立像 ( 前立） 江戸 1 軀 鈴鹿市 太子寺
◎ 94 水鏡 鎌倉 3 冊 津市 専修寺

◎ 95 聖徳太子遺品拝領記録お
よび拝領品 鎌倉・室町 1 舗 津市 専修寺

◎ 96 皇太子聖徳奉讃 鎌倉 1 冊 津市 専修寺
97 聖徳太子内因曼陀羅 鎌倉 1 冊 岡崎市 満性寺

98 近衛前久書状 安土桃山 1 巻・2
通 岡崎市 満性寺

◎ 99 坂本妙林院番帳 室町 1 通 津市 専修寺
愛 100 聖徳太子講讃孝養図 室町 1 幅 岡崎市 満性寺
津 101 聖徳太子絵伝 室町 6 幅 津市 上宮寺 ※前・後 幅 替

【指定文化財の表記】
　●：国宝　　◎：国指定重要文化財　　◇：三重県指定有形文化財　　
　栃：栃木県指定有形文化財　　愛：愛知県指定有形文化財
　津：津市指定有形文化財　　鈴：鈴鹿市指定有形文化財　　安：安城市指定有形文化財　　
　岡：岡崎市指定有形文化財

【展示期間】
4　　月 5　　月 6　　月

　22( 土 ) 　21( 日 ) 23( 火 ) 　　　28( 日 ) 30( 火 ) 　11( 日 ) 13( 火 ) 　　18( 日 )
通　期 4/22 ～ 5/21 5/23 ～ 28 5/30 ～ 6/11 6/13 ～ 18
前　期 4/22 ～ 5/21
後　期 5/23 ～ 28 5/30 ～ 6/11 6/13 ～ 18

後期 A 期 5/23 ～ 28
後期 B 期 5/30 ～ 6/11
後期 C 期 6/13 ～ 18


